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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円形の針床を有する丸編み靴下編機における靴下の編成において、履き口部から足底部
および足甲部の編地を編成した後、
　足底部側編針の端部の複数本の編針のみを用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させ
つつ、前記複数本の編針の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う
第五指用指袋の編成工程と、
　前記第五指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第四指用指袋の編成工程
と、
　前記第四指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第三指用指袋の編成工程
と、
　前記第三指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第二指用指袋の編成工程
と、
　前記第二指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
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からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第一指用指袋の編成工程
とを含む足底部側編針による指袋編成工程において、
　各指袋の編成終了後に、シリンダを一方向に回転して、全編針により数コース編成する
移行コース編成工程と、
　足底部および足甲部の編地の編成後から第三指用指袋の編成開始前に、前記第五指用指
袋を編成する編針以外の足底側編針、または該足底側編針およびこれに続く複数本の足甲
側編針、を用いて、これら一群の編針の中央部分の編針から編成を始め、徐々に増やし目
を行って台形形状のマチ編み部を編成する工程と、
　マチ編み部の編成終了後にシリンダを一方向に回転して、全編針により数コース編成す
る移行コース編成工程とを、
更に含むことを特徴とする５本指靴下の爪先部の形成方法。
【請求項２】
　前記マチ編み部の編成工程が、足底部および足甲部の編地の編成後で第五指用指袋の編
成開始前に行われることを特徴とする請求項１に記載の５本指靴下の爪先部の形成方法。
【請求項３】
　前記マチ編み部の編成工程が、第五指用指袋の編成後で第四指用指袋の編成開始前に行
われることを特徴とする請求項１に記載の５本指靴下の爪先部の形成方法。
【請求項４】
　前記マチ編み部の編成工程が、第四指用指袋の編成後で第三指用指袋の編成開始前に行
われることを特徴とする請求項１に記載の５本指靴下の爪先部の形成方法。
【請求項５】
　前記第一指用指袋を編成し、全編針により前記移行コース編成した後、更にロッソコー
ス部を編成し、続いて、捨て編みコース部を編成し、ロッソミシンにより捨て編みコース
部の編地を切離すとともにロッソコースを縫製して爪先部と足甲部との間の開口を綴じ合
せることを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか一項に記載の５本指靴下の爪先部の
形成方法。
【請求項６】
　前記第一指用指袋を編成し、全編針により前記移行コース編成した後、更に全編針によ
りリンキングコース部を編成して、リンキングにより爪先部と足甲部との間の開口を綴じ
合せることを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れか一項に記載の５本指靴下の爪先部
の形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は５本指靴下の編成方法に関し、特に丸編み靴下編機における５本指靴下の爪先
部の形成方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、５つの指袋を有する５本指靴下は横編機で編成したものと、丸編み靴下編機で編
成したものとがある。
【０００３】
　一対の針床を配置した横編機で５本指靴下を編成する場合は、まず第一指（親指）の指
袋の指先部分から編み始め、第二指、第三指、第四指、第五指（小指）の指袋を編成し、
その後に足部、踵部、身部そして履き口部へと順次編成してゆく。
【０００４】
　これに対して、丸編み靴下編機で５本指靴下を編成する場合は、履き口部から筒状に編
成を開始し、身部まで筒状に編成し、次ぎに踵部、そして足部と編成し、最後に５つの指
袋を編成する。
【０００５】
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　このように横編機と丸編み靴下編機で５本指靴下する場合、編成工程が全く異なってい
る。
【０００６】
　横編機で編成する場合は一部の定型的な柄しか出せず、複雑な柄ができないので、編成
された靴下はファッション性が乏しく、商品の付加価値が少ない。
【０００７】
　丸編み靴下編機で編成した５本指靴下は普通の靴下と同様にファッション性の高いもの
を得ることができる。
【０００８】
　また、特開２００７－３９８１５号公報（特許文献１）には、横編機で編成した５本指
靴下は指の付け根部分と指先の先端部分までの編成コースが同じであるために、指袋に指
を挿入するのが極めて大変であるという問題を解決するために、丸編機のみを用いて複数
本の指袋を有する靴下の編成方法が開示されている。この編成方法によれば、第一指（親
指）用指袋から編成し、続いて第二指、第三指、第四指、第五指（小指）用指袋を編成し
、この指袋の編成に際して、目減らしおよび目増やしを行い、爪先に向かうに従って細く
なる指袋を編成し、指を挿入しやすいものとすることが開示されている。
【０００９】
　特開２００６－３４８４２８号公報（特許文献２）には、丸編み靴下編機で５本指靴下
を編成する場合、爪先部の編成に際して第五指（小指）を覆う指袋から編成し、第四指、
第三指、第二指および第一指を順次編成していくことが開示されている。
【００１０】
　特開２００７－２３６２号公報（特許文献３）には、丸編機で５本指靴下を編成する場
合、爪先部の編成に際して編み糸または編み糸と弾性糸を用い編針の本数を減少後増加さ
せまたは増加後減少させるパターンを繰り返し、各指袋を任意の目の粗さでかつ任意の平
面状に編成して、５本の各指袋を足指に任意の着圧を付与することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００７－３９８１５号公報
【特許文献２】特開２００６－３４８４２８号公報
【特許文献３】特開２００７－２３６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　丸編み靴下編機で５本指靴下を編成した場合、丸編み靴下編機特有の柔らかい編目で着
用感はよい。しかし、人間の足は指の付け根の位置が第一指（親指）、第二指、第三指、
第四指、第五指（小指）ではそれぞれ異なっており、特に、第五指（小指）と第一指（親
指）、第二指または第三指とでは指の付け根の位置の落差が大きい。そのため、５本指靴
下を着用した場合、第一指（または第二指、第三指）用の指袋に親指（または第二指、中
指）が入ると、他の指はそれに合わせた状態で指袋に入るが、小指は落差が大きいために
第五指用指袋にわずかに入っているだけである。その結果、５本指靴下が脱げやすいと言
う問題がある。
【００１３】
　また、人間の足は指の付け根の部分は、足底側では母趾球と小趾球の間の部分が肉が付
いて膨らんでいるが、足甲側では余り肉が付いておらず膨らんでいない。このため、５本
指靴下を着用した場合、足指が反った状態となる。その結果、靴下の指の間の生地が突っ
張ってしまい、指を動かし難いという問題がある。
【００１４】
　前述した特許文献１～３は上述の問題について考慮されていない。
【００１５】
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　本発明は上記の問題を解決するため、５本指靴下の爪先部の形状を人体の足型に近付け
、足指の可動範囲を広げることが可能な５本指靴下を丸編み靴下編機により製造できるよ
うな編成方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明によれば、円形の針床を有する丸編み靴下編機における靴下の編成において、履
き口部から足底部および足甲部の編地を編成した後、
　足底部側編針の端部の複数本の編針のみを用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させ
つつ、前記複数本の編針の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う
第五指用指袋の編成工程と、
　前記第五指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第四指用指袋の編成工程
と、
　前記第四指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第三指用指袋の編成工程
と、
　前記第三指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第二指用指袋の編成工程
と、
　前記第二指用指袋を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針と
からなる一群の編針を用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、前記一群の編針
の両端から徐々に減らし目を行い、続いて徐々に増やし目を行う第一指用指袋の編成工程
とを含む足底部側編針による指袋編成工程において、
　各指袋の編成終了後に、シリンダを一方向に回転して、全編針により数コース編成する
移行コース編成工程と、
　足底部および足甲部の編地の編成後から第三指用指袋の編成開始前に、前記第五指用指
袋を編成する編針以外の足底側編針、または該足底側編針およびこれに続く複数本の足甲
側編針、を用いて、これら一群の編針の中央部分の編針から編成を始め、徐々に増やし目
を行って台形形状のマチ編み部を編成する工程と、
　マチ編み部の編成終了後にシリンダを一方向に回転して、全編針により数コース編成す
る移行コース編成工程とを、
更に含むことを特徴とする５本指靴下の爪先部の形成方法
により前記目的を達成する。
【００１７】
　前記マチ編み部の編成工程は、足底部および足甲部の編地の編成後で第五指用指袋の編
成開始前に行われてもよいし、第五指用指袋の編成後で第四指用指袋の編成開始前に行わ
れてもよいし、或いは、第四指用指袋の編成後で第三指用指袋の編成開始前に行われても
よい。
【００１８】
　また、本発明によれば、爪先部と足甲部との間の開口をロッソミシンにより、またはリ
ンキングにより綴じ合せて靴下を仕上げる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、足底側において、第五指用指袋を編成する編針以外の足底側編針、ま
たは該足底側編針およびこれに続く複数本の足甲側編針、を用いて、これら一群の編針の
中央部分の編針から編成を始め、徐々に増やし目を行って台形形状のマチ編み部を編成す
るので、第五指（小指）用指袋の付け根の位置と第一指（親指）、第二指または第三指用
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の指袋の付け根の位置とでは落差が形成されている。従って、本発明の方法により製造さ
れた５本指靴下を着用した場合、第一指（または第二指、第三指）用の指袋に親指（また
は第二指、中指）が入るとともに第五指用指袋に小指がきちんと入るので、靴下が脱げ難
い。
【００２０】
　また、人の足は足底側では母趾球と小趾球の間の部分が肉が付いて膨らんでいるが、本
発明の方法により製造された５本指靴下においては、指の付け根の箇所にマチ編み部があ
るので、指付け根の編地が締まり過ぎず、足の指を楽に動かすことができる。
【００２１】
　このように、本発明の方法により製造された５本指靴下は脱げ難く、履き心地が良い。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の靴下の爪先部の形成方法により製造されたソックスの斜視図である。
【図２】本発明の靴下の爪先部の形成方法により製造されたソックスを足底側から見た平
面図である。
【図３】本発明による靴下の編成過程の第１実施例を示す展開図である。
【図４】本発明による靴下の編成過程の第２実施例を示す展開図である。
【図５】本発明による靴下の編成過程の第３実施例を示す展開図である。
【図６】本発明による靴下の編成過程の第４実施例を示す展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面に示した実施例に基いて本発明を詳細に説明する。
【００２４】
　本発明の５本指の爪先部の形成方法を適用する靴下としては、ソックス、踵部から上の
身部がなく履き口が大きく開いたフットカバー、太目の編糸を使用したタイツまたはスト
ッキングが適している。
【００２５】
　本発明における編成方法は靴下の爪先部以外は従来公知の方法で、公知の糸使いで編成
することができる。
【００２６】
　以下、図面に示した実施例に基いて本発明を詳細に説明する。
【００２７】
　図３は本発明の爪先部の形成方法における靴下の編成過程の第１実施例を示す展開図で
ある。
【００２８】
　本発明の５本指靴下の編成は丸編み靴下編機によって行われる。爪先部までは通常の靴
下の編成と同様に編成される。すなわち、、履き口部１から筒状に編成を開始し、身部２
まで筒状に編成する。次に、後側身部２ａに続けて、編機のシリンダを正回転と逆回転と
で往復回動しつつ、編目編成に作用する編針を順次減らして、減らし目による台形踵部３
ａを編成し、その後、減らし目の編成とは逆に増やし目を行って台形踵部３ｂを編成する
。この際、台形踵部３ａの斜辺と台形踵部３ｂの斜辺とが繋がり、ヒールポケット（踵部
３）が形成され、斜辺の繋がり箇所がゴアライン３１（図１参照）となる。
【００２９】
　その後、足部４の足底部４ａと足甲部４ｂが編機シリンダの正回転により環状に編まれ
る。足底部４ａと足甲部４ｂは同じ編組織や糸使いで編成されることもあるが、一般的に
は、足底部４ａには丈夫な編糸が使用され、足甲部４ｂは編組織を変えたり、色糸により
模様を付けたりする。足部４の爪先側先端部は丈夫な編糸で２～３０コース編成すること
が好ましい（リングトウ４ｃ、４ｃ′）。
【００３０】
　次に、図３に示した第１実施例の場合、第五指用指袋を編成する編針以外の足底側編針
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を用いて、これら一群の編針の中央部分の編針から編成を始め、編目編成に作用する編針
を順次増やして、増やし目により台形形状のマチ編み部５を編成する。
【００３１】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００３２】
　次に、足底部側編針の端部の複数本の編針のみを用いて、編機のシリンダを正逆往復回
動させつつ、これら複数本の編針の両端から徐々に編目編成に作用する編針を徐々に減ら
して、減らし目による台形部７ａを編成し、続いて編目編成に作用する編針を徐々に増や
して、増やし目による台形部７ｂを編成する。この際、台形部７ａの斜辺と台形部７ｂの
斜辺とが繋がり、第五指用指袋７が形成され、斜辺の繋がり箇所がゴアライン７１（図２
参照）となる。
【００３３】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００３４】
　次に、第五指用指袋７を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編
針とからなる一群の編針を用いて、第五指用指袋７の編成と同様に、編機のシリンダを正
逆往復回動させつつ、一群の編針の両端から徐々に減らし目を行い台形部８ａを編成し、
続いて徐々に増やし目を行い台形部８ｂを編成し、第四指用指袋８が形成され、斜辺の繋
がり箇所がゴアライン８１（図２参照）となる。
【００３５】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００３６】
　次に、第四指用指袋８を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編
針とからなる一群の編針を用いて、第五指用指袋７の編成と同様に、編機のシリンダを正
逆往復回動させつつ、一群の編針の両端から徐々に減らし目を行い台形部９ａを編成し、
続いて徐々に増やし目を行い台形部９ｂを編成し、第三指用指袋９が形成され、斜辺の繋
がり箇所がゴアライン９１（図２参照）となる。
【００３７】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００３８】
　次に、第三指用指袋９を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編
針とからなる一群の編針を用いて、第五指用指袋７の編成と同様に、編機のシリンダを正
逆往復回動させつつ、一群の編針の両端から徐々に減らし目を行い台形部１０ａを編成し
、続いて徐々に増やし目を行い台形部１０ｂを編成し、第二指用指袋１０が形成され、斜
辺の繋がり箇所がゴアライン１０１（図２参照）となる。
【００３９】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００４０】
　次に、第二指用指袋１０を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の
編針とからなる一群の編針を用いて、第五指用指袋７の編成と同様に、編機のシリンダを
正逆往復回動させつつ、一群の編針の両端から徐々に減らし目を行い台形部１１ａを編成
し、続いて徐々に増やし目を行い台形部１１ｂを編成し、第一指用指袋１１が形成され、
斜辺の繋がり箇所がゴアライン１１１（図２参照）となる。
【００４１】
　前述した各指袋の大きさは使用する編針の本数と編成コース数により決まる。人の足指
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の形状を考慮して、第五指用指袋７は使用する編針の本数が少なく、編成コース数も少な
く、第四指用指袋８から第一指用指袋１１へと、使用する編針の本数を増やし、編成コー
ス数も増やして、指袋が大きくなっていくように編成することが好ましい。
【００４２】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００４３】
　更に、図３で示した編成過程では、ロッソミシンで綴じ合せるための準備として、ロッ
ソコース部１２を約２～６コースを全編針で編成する。続いて、捨て編み部１３を全編針
で約１～１．５ｃｍの長さ編成する。
【００４４】
　ロッソコース部１２はウーリーナイロンやＦＴＹ（ポリウレタン糸にウーリーナイロン
糸を巻き付けた糸）の細い糸でやや編目を密にして編成することが好ましい。捨て編み部
１３は好ましくは爪先部よりも太い糸を使用して編む。編組織は平編でも畦編でもよい。
【００４５】
　編成を終了した状態では、爪先部の各指袋の足甲側部分７ｂ、８ｂ、９ｂ、１０ｂ、１
１ｂの先端には移行コース６が複数コース編成されているが、足甲部４ｂの先端（リング
トウ４ｃ′）とは繋がっておらず、両者の間は開いた状態である。
【００４６】
　図３で示した編成過程では、ロッソミシンで綴じ合せるための準備として、ロッソコー
ス部１２および捨て編み部１３を全針で編成しており、編成後に編地を編機から外して、
ロッソミシンにより捨て編みコース部１３の編地を切離すとともにロッソコース１２を縫
製して、綴じ合せて、爪先部と足甲部との間の開口を閉じる（閉じた箇所を図１において
符号１４で示した）。
【００４７】
　図４は本発明による靴下の編成過程の第２実施例を示す展開図であり、第１実施例と同
じ工程には同じ符号を付している。履き口部１からリングトウ４ｃ、４ｃ′を編成するま
では、図３について説明したのと同様の過程で編成される。その後、この実施例では、足
底部側編針の端部の複数本の編針のみを用いて、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ
、前記複数本の編針の両端から徐々に減らし目を行い、減らし目による台形部７ａを編成
し、続いて編目編成に作用する編針を徐々に増やして、増やし目による台形部７ｂを編成
して、第五指用指袋を形成する。
【００４８】
　その後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２
～４コース）の移行コース６を編成する。
【００４９】
　次に、第五指用指袋を編成する編針以外の足底側編針を用いて、これら一群の編針の中
央部分の編針から編成を始め、編目編成に作用する編針を順次増やして、増やし目により
台形形状のマチ編み部５を編成する。
【００５０】
　シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２～４コー
ス）の移行コース６を編成する。
【００５１】
　その後、第１実施例と同様に、第四指用指袋８、移行コース６、第三指用指袋９、移行
コース６、第二指用指袋１０、移行コース６、第一指用指袋１１、移行コース６、ロッソ
コース部１２および捨て編み部１３を順次編成する。
【００５２】
　この第２実施例ではマチ編み部５の編成が第五指用指袋７の編成後で、第四指用指袋８
の編成開始前に行われる点が第１実施例と異なっている。
【００５３】
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　図５は本発明による靴下の編成過程の第３実施例を示す展開図である。この第３実施例
は図４に示した第２実施例と同様の編成工程であるが、マチ編み部５を編成の際に使用す
る編針が異なっている。すなわち、マチ編み部５を編成する際に、第五指用指袋を編成す
る編針以外の足底側編針およびこれに続く複数本の足甲側編針を用いている。図５に示し
た実施例では、足甲側編針の約半数の編針を使用している。これら一群の編針の中央部分
の編針から編成を始め、徐々に増やし目を行って台形形状のマチ編み部５を編成する。
【００５４】
　この第３実施例の方法により編成された５本指靴下は足底側だけでなく、足甲側にもマ
チ編み部５が形成されているので、第一指（親指）や第二指の足甲側にもゆとりができ、
指袋に足指を入れ易く、特に、親指が動かし易くなる。
【００５５】
　図６は本発明による靴下の編成過程の第４実施例を示す展開図である。履き口部１から
第五指用指袋７を編成するまでは、図４について説明した第２実施例と同様の過程で編成
される。
【００５６】
　第五指用指袋７を編成した後、シリンダを一方向（正方向）に回転して、全編針により
数コース（例えば、２～４コース）の移行コース６を編成する。続いて、第五指用指袋７
を編成した編針のうち端の複数本の編針とそれに続く複数本の編針とからなる一群の編針
を用いて、第五指用指袋７の編成と同様に、編機のシリンダを正逆往復回動させつつ、一
群の編針の両端から徐々に減らし目を行い台形部８ａを編成し、続いて徐々に増やし目を
行い台形部８ｂを編成して、第四指用指袋８を形成する。そして、シリンダを一方向（正
方向）に回転して、全編針により数コース（例えば、２～４コース）の移行コース６を編
成する。
【００５７】
　次に、第五指用指袋を編成する編針および第四指用指袋を編成する編針の一部を除いた
足底側編針を用いて、これら一群の編針の中央部分の編針から編成を始め、編目編成に作
用する編針を順次増やして、増やし目により台形形状のマチ編み部５を編成する。
【００５８】
　その後、第１実施例と同様に、移行コース６、第三指用指袋９、移行コース６、第二指
用指袋１０、移行コース６、第一指用指袋１１、移行コース６を順次編成する。
【００５９】
　次に、足甲部４ｂの先端（リングトウ４ｃ′）と爪先部の各指袋の足甲側部分との間の
開口をリンキングにより綴じ合わせるための準備として、移行コース６に続けてリンキン
グコース１５を編成する。リンキングコース部１５は爪先部の編糸と同素材を使用するが
、リンキングし易いように編目を粗目（編目の大きさを大きくする）として約２～３コー
スを編む。その後、リンキング装置で爪先部と足甲部との間の開口を綴じ合せる。
【００６０】
　この図６に示した編成過程は自動リンキング装置付き靴下編機で編成する場合に適して
おり、自動リンキング装置付き靴下編機を使用した場合は、編成が終了するとそのままリ
ンキング工程が行われる。
【符号の説明】
【００６１】
　１　履き口部
　２　身部
　３　踵部
４ａ　足底部
４ｂ　足甲部
　５　マチ編み部
　６　移行コース
　７　第五指用袋部
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　８　第四指用袋部
　９　第三指用袋部
１０　第二指用袋部
１１　第一指用袋部
１２　ロッソコース
１３　捨て編みコース
１４　綴じ合せた箇所
１５　リンキングコース

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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